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本年度医学教育等関係業務功労者として
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京大広 報 1977. 12. 1 
（第1：衰） 京都大学構内遺跡発掘鋳査一覧表
年度 ｜遺跡名｜ 位 置 Ii!~·i!tr¢ I鴨 ｜ 年度｜遺跡名｜位 置 liA~·i!m I想
大正12年｜農学部i1・2 農学部 ｜縄文土器石器他｜
10年｜北小倉白J町11 泉2大究所人文分科館付学｜縄文土器 石総






4昨農学部1s 農温学室部ガラス ｜瓦 土師器他
段学部19 農南学側部総合館｜縄他文土器 土師器1600























農場 この地区は， 0 Sc• 
ヒ＝＝＝＝＝＝＝ゴ
近散における弥生時代 第3図 火舎香炉（平安後期）
昭 植物園 バイオトロン 土器配他石遺精 400 吋 11 理学部ノ トー｜轟 ｜ 
実験装置室
49年農学部12 錦部総合館｜献土器他
稿欄13 理学部ノート ｜奇襲来間構 ｜バイオトロン
実 質室





病 院1s 痘棟院RI診療｜｜溝土師器井戸他陶磁器他｜ 2 0 
宿理戸舎臨学部海実附属験瀬所｜｜縄他縄文文土器 須恵器｜/ 311 
墓（人骨）他
52年病 院19 大医療学技部術校短舎期｜｜護土岸師器跡緑陶井磁戸器他他｜I 793 
医学部120車競隷医｜現在発掘調査中 !1200 
の代表遺跡とされる安満遺跡の一割にあたってい
る。この遺跡は，方形周溝墓，木棺，柱穴をはじ
め豊富な出土品で知られる屈指の遺跡である。
(7）理学部附属阿武山地震観測所 この敷地
の最高所は，阿武山古墳として知られる終末期古
墳の存在するところである。昭和9年に発見さ
れ，漆喰を塗った石室の内に安Eされた乾漆棺の
なかに玉飾の枕をした60才前後の貴人の遺体が完
全な形で、残っていた。一説には藤原鎌足の基では
往し、かといわれ，元の通りに埋蔵された。現在で
も地元民の信仰が厚い。
(8）理学部附属瀬戸臨海実験所 和歌山県白
浜にある。同構内からは縄文土器，石棒，弥生土
器，須恵器，製塩土器などが発見されており，昭
和51年度の発掘では縄文時代晩期の人骨が出土し
た。 。
以上は近畿地区で現在知られているものに限っ
たが，本学の用地は全国的にひろがっており，そ
れらについても関述資料の確認が要望されてい
る。関係部局に’情報の提供をお願いするととも
に，遺跡保存と建設とを両立させるよう努力する
つもりである。
（埋蔵文化財研究センター）
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